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●平成24年中の救急活動状況●
【横浜市内】

救急出場件数 ��s��3##以��

搬送人員 ��C��3s�9�ﾂ�

1日当りの 平均出場件数 鼎cXﾈ��

市民利用状況 �#)�ﾈ,���ﾂ�

※横浜市の救急隊数：63隊

【金沢区内】

救急出場件数 祷�3#Shﾈ��

搬送人鼻 ��S��3#3��ﾂ�

1日当りの 平均出場件数 �#Xﾈ��

市民利用状況 �#)�ﾈ,���ﾂ�

※金沢区内の救急隊数：4隊

平成25年の横浜市内における上半期の救急出場件数は姐132件で、前年同期より2ぷ泣性
（3．2％）増加し、最も多かった平成24年を上回る状況となっています。

●そばにいる人の救命処置はとても重要です●

心臓や呼吸が止まった人に対する救命処置は1分1秒を争います。
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心臓と呼吸が止まってからの時間経過

（改訂4版救急蘇生法の棒針2010より引用）

〔　図1は、命が助かる可能性を示しています。心臓と呼吸が4分停止すると、命が助かる可能

性は、救命処置をした場合が約40％であるのに対し、何もしなかった場合は約20％と半減して
しまうことがわかります。しかし119番通報から救急車が来るまでには平均で約8分以上の時
間がかかります。したがって、その場に居合わせた人の救命処置がとても重要なのです。

●実際にこのような119番通報がありました●

○ペットの具合が悪い　　　　○　昨日飲み過ぎた　　　○　寒いから灯油を買ってきてほしい

○食事中に舌をかんだ　　　○　蚊に刺されてかゆい　　○病院でもらった兼がなくなった
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●　ん尤ときは救名車をまめ　わず使しましょ　●

「1・コ言土ミミ！
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●家庭内で発生する救急事故が増えています●

一見、安全と思われる家庭内において、入院が必要な事故やケガが平成20年から

平成24年までの5年間に、金沢区内で1，328件発生しています。

このうち、高齢者の事故が約8割を占めていますのこれらの事故は、ご本人はもち
ろん、家族や周りにいる人が少し気をつければ防げたものが多くあります。家庭内の
生活環境を見回して対策を講じましょう！

金沢区内原因別内訳（24年中） ～家庭内では特に転倒■転落に注意！！～

家庭内の事故で最も多く発生しているのが
転倒・転落によるものです。

【転倒事故が発生しやすい原因】
●小さな段差（敷居、カーペットの縁）でつまずく
●滑りやすい場所（お風呂場、床の紙や衣類）で

スリップ

●雑然とした室内（物をまたいで歩く行為）でよろめく
●飲酒後、酔ってころぶ

！金沢消防署のホームページで「かわら版」「火の用心通信」を見ることができます。
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